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原
子
力
規
制
委
員
会
は
五
月
十
日
の
定
例
会
合
で
、
二
○

二
三
年
一
月
に
行
わ
れ
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
（
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
核
種
に
つ
い
て
環
境
放

出
の
規
制
基
準
を
満
た
す
水
）
取
扱
い
に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

（
国
際
原
子
力
機
関
、
本
部
：
ウ
ィ
ー
ン
）
規
制
レ
ビ
ュ
ー

（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
長
＝
グ
ス
タ
ヴ
ォ
・
カ
ル
ー
ソ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
原

子
力
安
全
・
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
局
調
整
官
）
の
報
告
書
に
つ

い
て
原
子
力
規
制
庁
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　

同
報
告
書
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
関
し
、

二
○
二
一
年
七
月
に
日
本
政
府
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
支
援
を

要
請
し
署
名
し
た
付
託
事
項
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
レ
ビ
ュ
ー

の
う
ち
、
規
制
面
で
の
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た

も
の
。
一
月
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
規
制
レ
ビ
ュ
ー
は
二
○

二
二
年
三
月
に
続
き
二
回
目
と
な
り
、
規
制
委
員
会
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
現
地
視
察
を
終
了
後
、
団
長
の
カ
ル
ー
ソ
氏
は
、

「
前
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
出
た
ほ
と
ん
ど
の
問
題
に
つ
い
て
考

慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
」
と
日
本
の
規
制
当
局

の
取
組
を
評
価
し
た
上
で
、

三
ヶ
月
以
内
に
も
報
告
書
を

公
表
す
る
と
し
て
い
た
。

　

今
回
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
公
表

し
た
報
告
書
で
は
、
政
府
の

役
割
と
責
任
、
主
要
概
念
と

安
全
目
的
、
認
可
プ
ロ
セ
ス

な
ど
、
規
制
に
係
る
五
つ
の

技
術
的
事
項
に
関
す
る
レ

ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
記
載
。
進

捗
報
告
書
と
の
位
置
付
け
で
、

結
論
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
開
始
ま
で
、
お
よ
び
放
出

開
始
後
に
お
い
て
、
国
際
安
全
基
準
に
照
ら
し
規
制
プ
ロ
セ

ス
と
そ
の
活
動
を
引
き
続
き
監
視
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
レ
ビ
ュ
ー
全
側
面
に
わ
た
る
包
括
的
報
告
書

を
年
央
に
も
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
原
子
力
規
制

庁
担
当
者
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
向
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
五
月

末
に
も
来
日
す
る
予
定
。
日
本
政
府
は
海
洋
放
出
開
始
時
期

を
春
か
ら
夏
頃
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
他
、
十
日
の
定
例
会
合
で
は
、
東
京
電
力
が
昨
秋
に

申
請
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
廃
炉
に
関
す
る
実
施
計

画
の
変
更
認
可
が
決
定
さ
れ
た
。
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
に
当
た
り
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
に
測
定
・
評
価
を
行
う

対
象
核
種
と
し
て
二
九
核
種
を
選
定
し
、
放
出
基
準
を
満
た

す
こ
と
を
確
認
す
る
と
し
た
も
の
。
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
希

釈
放
出
設
備
の
設
置
工
事
は
、
四
月
二
六
日
に
全
長
約
一
、

○
三
一
ｍ
の
放
水
ト
ン
ネ
ル
の
掘
進
が
完
了
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市

に
関
係
す
る
偉
大
な
作
家
（
そ
の
二
）
を
紹
介
し
た
い
。

一
八
七
四
年
に
ウ
ィ
ー
ン
の
富
裕
な
商
家
に
生
ま
れ
た
フ
ー

ゴ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
は
、
元
々
ユ
ダ
ヤ
系

の
家
系
で
あ
っ
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
の
血

が
流
れ
て
い
た
。
小
学
校
に
は
一
度
も
通
わ
ず
、
幼
年
期
か

ら
家
庭
教
師
が
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
文
学
を
学
ん
だ
。

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
時
代
か
ら
詩
作
を
始
め
、
十
六
歳
の
頃
よ
り

戯
曲
や
随
筆
を
発
表
し
文
壇
を
驚
か
せ
た
。
九
二
年
、
ウ
ィ
ー

ン
大
学
に
入
学
し
て
法
律
を
学
ん
だ
が
、
後
に
ロ
マ
ン
シ
ュ

諸
語
の
詩
法
の
研
究
に
転
じ
た
。
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
は
、

象
徴
主
義
的
で
唯
美
主
義
的
な
詩
作
者
で
あ
り
、
精
妙
な
随

筆
を
書
く
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
も
あ
り
、
美
し
い
韻
文
劇
の
書

き
手
で
も
あ
っ
た
。
詩
論
を
な
し
、
古
典
古
代

の
悲
劇
や
中
世
の
伝
説
を
翻
案
し
て
現
代
性
を

付
与
す
る
な
ど
、
そ
の
活
躍
は
多
方
面
に
わ
た
っ

た
。
二
七
歳
の
と
き
に
、
世
紀
転
換
点
に
お
け

る
芸
術
家
の
精
神
的
な
危
機
を
架
空
の
手
紙
の

形
で
記
し
た
『
チ
ャ
ン
ド
ス
卿
の
手
紙
』
を
発

表
、
近
代
批
評
の
先
駆
的
作
品
と
な
っ
た
。
こ

れ
以
降
、
祝
祭
と
し
て
の
演
劇
を
唱
え
、
ソ
フ
ォ

ク
レ
ス
な
ど
の
古
典
劇
に
洗
練
さ
れ
た
美
意
識

に
基
づ
く
近
代
的
解
釈
を
加
え
、
優
れ
た
翻
案
・

改
作
の
数
々
を
発
表
し
た
。
代
表
作
は
中
世
宗

教
劇
の
『
イ
ェ
ー
ダ
ー
マ
ン
』。
一
九
二
○
年
に

開
催
さ
れ
た
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
の
発
起
人

の
一
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
協
力
し
て
『
薔
薇
の
騎
士
』
な
ど
の
オ
ペ

ラ
創
作
も
手
が
け
た
。
社
会
や
政
治
に
対
し
て
は
終
始
一
定

の
距
離
を
と
る
姿
勢
を
貫
い
た
。
ま
た
、
生
涯
を
通
じ
て
熱

烈
な
愛
国
者
で
も
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
崩
壊
に
大
き
な
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
、
晩
年
は
過
去
の
文
化
や
伝
統
に
結
び
つ
い
た
文
化

評
論
や
書
物
の
編
集
に
励
ん
だ
。

　

一
方
、
一
九
○
七
年
に
北
海
道
上
川
郡
旭
川
町
（
現
：
旭

川
市
）
に
軍
医
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
井
上
靖
は
、
静
岡

県
立
浜
松
中
学
校
（
現
：
浜
松
北
高
等
学
校
）
に
首
席
で
入

学
。
二
七
年
に
石
川
県
金
沢
市
の
第
四
高
等
学
校
（
現
：
金

沢
大
学
）
に
入
学
、
柔
道
部
に
入
部
も
二
九
年
に
は
退
部
し

て
文
学
活
動
を
本
格
化
。
三
○
年
に
は
第
四
高
等
学
校
を
卒

業
、
北
陸
四
県
の
詩
人
に
よ
る
雑
誌
『
日
本
海
詩
人
』
に
投

稿
、
詩
作
活
動
に
入
る
と
と
も
に
、
九
州
帝
国
大
学
法
文
学

部
英
文
科
入
学
。
三
二
年
に
は
九
州
帝
大
中
退
、
京
都
帝
国

大
学
文
学
部
哲
学
科
入
学
。
三
六
年
に
京
都
帝
大
卒
業
、
サ

ン
デ
ー
毎
日
の
懸
賞
小
説
に
入
選
し
、
こ
れ
が
縁
で
毎
日
新

聞
大
阪
本
社
へ
入
社
、
学
芸
部
に
配
属
。
戦
後
は
学
芸
部
副

部
長
を
務
め
、
囲
碁
の
本
因
坊
戦
や
将
棋
の
名
人
戦
の
運
営

に
も
関
わ
る
。
五
○
年
、『
闘
牛
』
で
芥
川
賞
を
受
賞
、私
小
説
・

心
境
小
説
が
主
流
だ
っ
た
敗
戦
後
の
日
本
文
学
に
物
語
性
を

回
復
さ
せ
、
昭
和
文
学
の
方
向
性
を
大
き
く
変
え
た
戦
後
期

を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
。
劣
等
感
か
ら
来
る
孤
独
と
人
間

の
無
常
を
、
時
間
と
空
間
を
通
し
た
舞
台
と
詩
情
あ
ふ
れ
る

文
体
・
表
現
に
よ
っ
て
多
彩
な
物
語
の
な
か
に
描
き
、
高
い

評
価
を
得
た
。
五
○
年
代
は
、
い
わ
ゆ
る
中
間
小
説
と
よ
ば

れ
た
恋
愛
・
社
会
小
説
を
中
心
に
書
い
た
が
、
徐
々
に
そ
の

作
風
を
広
げ
、
六
○
年
代
以
降
は
、
中
央
ア
ジ
ア
を
舞
台
と

し
た
西
域
も
の
と
呼
ば
れ
る
歴
史
小
説
、
幼
少
期
以
降
の
自

己
の
境
遇
を
基
に
し
た
自
伝
的
小
説
、
敗
戦
後
の
日
本
高
度

成
長
と
科
学
偏
重
の
現
代
を
憂
う
風
刺
小
説
、
老
い
と
死
生

観
を
主
題
と
し
た
心
理
小
説
・
私
小
説
な
ど
、
幅
広
い
作
品

を
手
掛
け
た
。
ま
だ
海
外
旅
行
が
一
般
的
で
な
い
昭
和
期
に
、

欧
米
の
大
都
市
か
ら
ソ
連
、
中
央
ア
ジ
ア
・
中
東
の
秘
境
ま

で
数
々
の
地
を
何
度
も
旅
し
、
そ
れ
を
基
に
し
た
紀
行
文
や

各
地
の
美
術
評
論
な
ど
も
多
い
。
七
六
年
に
は
文
化
勲
章
を

受
章
し
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
作
品
は
読
む

機
会
が
な
か
っ
た
が
、
オ
ペ
ラ
『
薔
薇
の
騎
士
』
は
ウ
ィ
ー

ン
国
立
歌
劇
場
な
ど
で
何
度
か
観
た
。
井
上
靖
は『
氷
壁
』、『
天

平
の
甍
』、『
敦
煌
』

な
ど
結
構
読
ん
で

感
動
し
た
。
今
月

も
両
市
に
関
連
す

る
偉
大
な
作
家
を

紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
た
幸
運
に
感

謝
し
つ
つ
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
　

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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